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概要

近年、学習アルゴリズムの確立によりニューラルネットワークの研究が進み音声

の分野にも適用され始めた。本稿では、教師つき話者適応化の枠組みの中で、ベクトル批子化

話者適応アルゴリズムにおけるファジィ写像、線形写像、ニューラルネットを用いた非線形写

像の写像精度の比較評価を行う。
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また、実際のスペクトログラムでは、線形写像による方法では時間方向の不連続

が、ニューラルネットワークによる方法では細部の表現能力がベクトル鼠子化話

者適応化より若干劣ることが観察された。

6. まとめ

本稿では、教師つき話者適応化の枠組みの中で、ベクトル量子化話者適応ア）レ

ゴリズムにおけるファジィ写像、線形写像、ニューラルネットを用いた非線形写

像の写像精度の比較を行った。この結果、線形写像では近傍数を3として区分線形

部分空間の写像を行なうときベクトル量子化話者適応化ア）レゴリズムより 1.6%低

い写像精度となる、ニューラルネットよる話者適応化ではいずれの場合も 5.5%

から 6%程度ベクトル量子化話者適応化ア）レゴリズムより低い写像精度となること

が示された。
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Table 1. Intra-Speaker Distortion 

Fuzz． y 
Linear Mapping Nonlinear Mapping with Neural Network 

(4-a) (4-b) 
(3-a) (3-b) Mappmg 
k=3 k=256 3-layer 4-layer 5-layer 3← layer 4-layer 詞 ayer

<-)

Malel→ 
0.288 0.294 (78.7) 0.349 0.335 0.310 0.311 0.301 0.309 

Male2 

Malel→ 
0.305 0.309 (65.3) 0.354 0.348 0.319 0.354 0.325 0.332 

Femalel 

Averag 
0.296 0.301 (72.0) 0.351 0.342 0.314 0.332 0.313 0.320 
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